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に
直
接
入る
こ
と
の
軍
要性

を
知っ
た。

東

日本大
震
災
の
発
生
翌

月
に
赴
任
し
た
東
北
大
で

は、
被
災
記
録
を
残
す
デ
ジ

タ
ル
ア
ーカ
イ
ブ
の
作業
を

担
当じ
て
い
る。
記
録
を
残

す
必
要
性
は
中
越
地
震
で

感
じ
た
が、
「
当
時
は
そ
の

余
裕
が
な
く
十
分
に一
で
き

東
日
本大
震
災の
被
災
地
に
あ
る
大
学
で、

震災関連の
新
し
い
研
究
所が
次々
に
設立
さ
れ
て
い
る。
東北
大

学
(
仙
台
市)
の
「
災
害

科掌閣僚研
究
所」、

福島
大
学
(
福
島
市)
の
「
災
害
復
興
研
究
所」
で
は、
中
越
地

震(
2
0
0
4
年)、
中
越
沖
地
霞(
的
年)
を
学
ん
だ
専
門
家が、
そ
の
経験を
生
か
レ
な
が

ら活動し
て
い
る。

九
報
道
部・
高
橋
渉)

「ど
の
く
ら
い
の
情
報が

集
ま
り
ま
し
た
?」。
津
渡

の
爪
痕が
残る
宮
城
県
七ケ

浜
町
の
漁
港。
東
北
大
の

佐藤期
輔
助
教(
却)
H
情
報

学
Uが、
被
災の
記
録
を
集

め
る
現
地
調
査
賢
一
み
ち

の
く・
い
ま
をっ
た
支
隊』干

の
メ
ン
バ
ー
に
茜
を
掛
け

た
同
大
は
4
月、
災
害
科
学

国際研究
所を
開
設。

以前

か
ら
あっ
た
災
害
制
御
研
究

セ
ン
タ
ー
を
発
展さ
せ
た。

約
ω
人
の
研
究
者
が
在
籍。

地
震
や
津波の
メ
カニ
ズ
ム

の
ほ
か、
医
宇
や
経
済
学、

心
理
掌
な
ど
多
彩芯
分
野
を

研
究
し、
次の
巨
式
災
害
区

備え
る。

佐
藤
助
教
は
そ
の
メ
ン

パ
t
の一
人。
新

潟市出
身

で、
長
岡
高
専
専
攻
科で
学

ん
で
い
た
時
に
中
越
地
震

に
遭ヲ
た。
高
専で
は
阪
神

大
震
災の
避
難
者
数
と
イ
ン

フ
ラ
被
害の
関
連
性な
ど
を

研
究。
中
越
地
震で
は
被
災

者
に
なっ
た。
住
ん
な
ド
た

ア
パ
ー
ト
は
避
難
勧
告
地

域と
な
り、
車
中
泊も
体験

し
た。京

都
大
学
の
メ
ン
バ
ー

と、
小
千
谷
市
で
建

物被害

記
録
収
集
東
北
大・
佐
藤
助
教(酬
請)

旬
のニュ
ー
ス
や
地
域の
課
題、
身
近な

出来事
…

…
を
記
者の
視
点
で
掘
り
下げ
る
「
N
E
W
S
E
Y
…

…
E」
のコ
ー
ナ
ーへ、
情
報やご
意
見
を
お
寄
せ
く
…

…
だ
さ
い。一T
9
5
o
l
-
-
8
9
新
潟
日

報社報
…

…
道
部
『
企
画
報
道
班」
ま
で。
ファ
ク
ス
は
0
2
5
…

(
3
7
8V
9
5
4
0。
メ
l
ル
は
ミ

畠巳釘
旦
…

…
担l
巳UU0・口0・
守
で
す。

、
…

な
か
っ
た」
と
打
ち
明
け
又
議
むべ
き
大
切な
記
事」

る。

を
抽
出し、
支
援者
和
被
災

者
に
知
ら
せ
る
取
り
組
み
を

行っ
て
い
る。

中
越、
中
越
沖地
震の
ケ

ー
ス
も
解
析
し、
東
箇
本

大
鐸
災と
の
比
較を
行
う。

中
越、
中
越
沖の
ヤ
ブ
l・

ニ
ュ
ー
ス
の
情
報
量
は
地

震
直
後
か
ら
1
週
聞
で
半

減、
東
日
本は
2
カ
買で
半

減
し
た。
東
日
本
の
総
情

報
量は、
地
震
直
後
が
申
越

・
中
越
沖
の
約
日
倍、
­

年
後は
約
印
倍
だ
と
い
う。

福島県で
は
司ベ
ク
レ
ル」

「
賠
償」一
と
いっ
た
申
越
で

は
な
か
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ドが

多
く、
岩
手・
居
城
県で
は

『
水
揚
げ」
「
移
転」
な
ど

が
重
要
な
言
葉
に
な
っ
て

い
る。「

中
越
や
中
越
沖で
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
東
日
本

に
ぶつ
け
た
い」
と
佐
藤
助

教。
次の
災
害へ
の
備え
と

し
て、
ζ
れ
ま
で
学
ん
だ
教

訓
を
伝
え
た』
い
と
考
え
て

い
る。

住
民
組
織
し
聞
き
取
り

中
越
で
は
で
き
な
かう
た

被
災
地
の

日接収
集。
東
日

本大
震災
の
被
災
地
で
は、

宮城県
の
沿
岸
部
日
市
区
町

玄農
を
「っ
た
え
隊」
と

し
て
雇
用
し、

被災
者}へ
の

聞
き
取
り
調
査
や、

復旧・

復興ヘ
と
向
かう
被炎
地
の

写
真
撮
影
を
じ
て
6
らっ
て

い
る。記録の

収
集
以
外
に
研
究

し
て
い
る
の
が
ウェ
ブ
情
報

の
解
析だ。
イ
ン
タ
ー
ネッ

ト
の
ヤ
フ
l・一一ュ
J
ス
に

載っ
た
霞災
関
連
の
言
葉の

一ア
q
タ
をコ
ン
ビュ
q
タ
l

で
分
析し、
キ
ー
ワ
ー
ドを

見町J
け
出す
シ
ス
テ
ム
を
開

発。
膨
大
な
情
報の
中か
ら

震
災
の
記
録
を
残
す
た
め、

現
地
調
査
員
に
被
災
地
の
状

況
を
聞
く
東
北
太
の
佐
藤
朔

輔
助
教
(
右)

H
宮
城
県
七

ケ
浜
町


